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淡水性カメ類の生存個体の中には，捕食者に襲われたために四肢や尾の一部に欠損が見られる個体

が存在することが知られている(e.g. Tucker et al., 1999；小菅・小林，2015)．しかしながら，報告例のほと

んどは身体の大きな成体での事例が多く，身体が小さいために捕食者に丸ごと捕食されやすい孵化幼体

において，四肢が欠損した事例は全くと言っていいほど報告されてこなかった．本稿では，左手首を欠損し

たニホンイシガメの孵化幼体を発見したため，ここに報告する．

2017年３月15日の15時16分に，千葉県房総半島の平野部に位置する小河川において，水中でじっとし

ているニホンイシガメの孵化幼体(昨年の夏生まれの０歳)を発見した(性別：不明，背甲長：35.40 mm，

腹甲長：28.85 mm，体高：14.00 mm，体重：６ g)．甲羅には目立った外傷は見られなかったが，左前肢

の手首が欠損していた (図１)．なお，傷跡は既に治癒しているようで，捕獲した個体は元気に動いていた．

この個体の左手首が欠損していた原因として，生まれつきの異常のために片手首が無い可能性も否定

できないが，発見地点の周辺には捕食者となり得る在来種のサワガニ(Geothelphusa dehaani)やモクズ

ガニ(Eriocheir japonica)，外来種のアメリカザリガニ(Procambarus clarkii)が数多く生息しているため，

孵化後にこれらの捕食者に襲われたために片手首を失った可能性が高いと考えられた．一般的に，淡水

性カメ類の孵化幼体の生存率は非常に低く(Iverson，1991)，さらにカメ類にとって，前肢は移動や採餌の

際に非常に重要な部品となるため，四肢を欠損したこの個体は他の孵化幼体に比べ，生存上，非常に不

利になると予想された．

図１．左前肢を欠損したニホンイシガメ孵化幼体 A ) 背甲側 B ) 腹甲側
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